
3大疾病団信の概要

特　　　　徴

保険金等名称

保障開始日

保険正式名称

引受保険会社

これらの契約
からの脱退

税 法 上 の
取 り 扱 い

保険金額等

死亡保険金 高度障害保険金 リビング・ニーズ特約
保険金 3大疾病保険金

この保険は、全国保証株式会社（以下、「全国保証」といいます）を保険契約者および保険金受取人とし、金融機関から融資を
受けている債務者を被保険者とする生命保険契約で、被保険者が保険期間中にお支払事由に該当された場合に、引受生命
保険会社が所定の保険金を保険金受取人である全国保証に支払い、その保険金を被保険者の債務の返済に充当するしくみ
の団体保険です。

○保障開始日から1年以内に自殺されたとき
○被保険者の故意により高度障害状態またはリビング・ニーズ特約保険金の
お支払事由に該当されたとき
○保険契約者または保険金受取人の故意により死亡または高度障害状態また
はリビング・ニーズ特約保険金のお支払事由に該当されたとき
○戦争その他の変乱により死亡または高度障害状態またはリビング・ニーズ
特約保険金のお支払事由に該当されたとき
〇夫婦連生および複数名加入（付保割合設定）の被保険者のうち、いずれかの
被保険者の故意により、もう一方の被保険者が死亡、高度障害状態またはリ
ビング・ニーズ特約保険金のお支払事由に該当されたとき

融資実行日（借換え融資の場合は、借換え日）または事務幹事保険会社がご加入を承諾した日のいずれか遅い方の日となり
ます。

夫婦連生に加入し、保険金の支払いによってローンが完済となった場合、もう一方の債務者のローンが免除となる部分は一
時所得として所得税の課税対象となる場合がございます。税法上の取扱いについては2025年3月1日現在の税制に基づく
ものであり、今後、税制の変更により取扱いが変更となることがあります。詳細については、税理士や所轄の税務署等にご確
認ください。

○融資を受けた金融機関の債務者でなくなったとき ○融資について期限の利益を失ったとき
○保険金のお支払事由に該当したとき ○所定の年齢に達したとき

（備考）
＊1　「所定の高度障害状態」とは、次のいずれかの状態のことをいいます。①両眼の視力を全く永久に失ったもの、②言語またはそしゃくの機能

を全く永久に失ったもの、③中枢神経系または精神に著しい障害を残し、終身常に介護を要するもの、④胸腹部臓器に著しい障害を残し、
終身常に介護を要するもの、⑤両上肢とも、手関節以上で失ったかまたはその用を全く永久に失ったもの、⑥両下肢とも、足関節以上で
失ったかまたはその用を全く永久に失ったもの、⑦1上肢を手関節以上で失い、かつ、1下肢を足関節以上で失ったかまたはその用を全く
永久に失ったもの、⑧1上肢の用を全く永久に失い、かつ、1下肢を足関節以上で失ったもの

＊2　「所定の悪性新生物」および「診断確定」につきましては、別資料「3大疾病保障特約付リビング・ニーズ特約付団体信用生命保険 重要事項
に関するご説明」の『契約概要　3．保険金のお支払いについて』および『3大疾病保険金のお支払い対象となる悪性新生物・急性心筋こうそ
く・脳卒中』をご参照ください。なお、所定の悪性新生物には、上皮内がん、皮膚の悪性黒色腫以外の皮膚がんは含まれません。

＊3　「病院または診療所において所定の手術を受けたとき」の「病院または診療所」および「所定の手術」の詳細につきましては、別資料「３大
疾病保障特約付リビング・ニーズ特約付団体信用生命保険 重要事項に関するご説明」の『契約概要 ３．保険金のお支払いについて』およ
び『３大疾病保険金のお支払い対象となる悪性新生物・急性心筋こうそく・脳卒中』をご参照ください。

＊4　「所定の脳卒中」、「所定の急性心筋こうそく」、および、それらを原因とする「所定の状態」につきましては、別資料「3大疾病保障特約付リ
ビング・ニーズ特約付団体信用生命保険 重要事項に関するご説明」の『契約概要　3．保険金のお支払いについて』および『3大疾病保険
金のお支払い対象となる悪性新生物・急性心筋こうそく・脳卒中』をご参照ください。

○保障開始日前に所定の悪性新生物に罹
患していたと診断確定されていたとき
（被保険者ご本人がその事実を知ってい
るといないとにかかわらずお支払対象
外です。）

○保障開始日からその日を含めて90日以
内に所定の悪性新生物と診断確定され
ているとき

○保障開始日からその日を含めて90日以
内に診断確定された所定の悪性新生物
の再発・転移等と認められるとき（再発・
転移等ではなく新たに原発した悪性新
生物と診断確定された場合は、お支払い
の対象となります。）

○告知義務違反による解除　○詐欺による取消し・不法取得目的による無効の場合
○重大事由による解除の場合（反社会的勢力に該当すると認められたときなどを含みます。）

○保障開始日よりも前に発生した傷害や疾病を原因として高度障害状態や、急性心筋こうそく・
脳卒中になられたとき（その傷害や疾病について告知いただいたうえでご加入されたとして
も、お支払いの対象とはなりません。）保険金が

支払われない
場合
（被保険者が右
記のような事由
に該当する場合
は、保険金をお
支払いできない
ことがありま
す。）

3大疾病保障特約付リビング・ニーズ特約付団体信用生命保険

複数の生命保険会社による共同引受
（事務幹事保険会社：明治安田生命保険相互会社）

・これらの保険の詳細については、「申込書兼告知書」に添付の「3大疾病保障特約付リビング・ニーズ特約付団体信用生命保険　重要事項に関す
るご説明」、および、「申込書兼告知書」裏面の「3大疾病保障特約付リビング・ニーズ特約付団体信用生命保険のご説明」を必ずご確認ください。
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保険金額は債務残高に応じて定まり、債務の返済に応じて変動（逓減）します。
3大疾病保障特約付リビング・ニーズ特約付団体信用生命保険には、他のお借入も含め、被保険者一人あたりの保険金額に
所定の限度額があります。また、今回のお申込みとは別の団体信用生命保険（特約付の団体信用生命保険を含む）にご加入
の場合、通算した所定の限度額もあります。

①加入対象者
新たにご融資を受けられる所定の年齢範囲内の方のうち、
事務幹事保険会社が承諾した方がご加入いただけます。
ただし、以下に該当する場合は、3大疾病保障特約付リビ
ング・ニーズ特約付団体信用生命保険にはご加入いただ
けません。
●がん（悪性しゅよう・肉腫・悪性リンパ腫・白血病・上皮
内がん・皮膚がんを含みます）の既往歴のある方

②加入手続き
「申込書兼告知書」をご提出いただきます。なお、借入金
額（保険金額）が5,000万円を超える場合には、事務幹事
保険会社所定の「専用診断書」をご提出ください。また、
告知の内容によっては医師の診断書等を追加してご提
出いただくことがあります。

※健康状態によっては、ご加入をお断りする場合もござい
ますのであらかじめご了承くださいますようお願い申し上
げます。

取扱金融機関

0円
万一の時、3大疾病に
なってしまった時、
住宅ローン残高が

＜３大疾病保障特約付リビング・ニーズ特約付団体信用生命保険＞

３大疾病団信 詳しくはこちらの二次元
コードから専用サイトへ
ジャンプ!!

死亡・高度障害

余命6ヵ月以内と判断

悪性新生物（がん） 急性心筋こうそく 脳卒中

ご加入について1

夫婦連生・複数名加入（付保割合設定）
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リビング・ニーズ 余命6ヵ月以内と判断されるとき

死　亡 死亡されたとき

高度障害 保障開始日以後の傷害または疾病により、
所定の高度障害状態になられたとき（＊1）

所定の悪性新生物（がん）に罹患したと医師によって病理
組織学的所見（生検）により診断確定されたとき（＊2）
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ご加入者が保険期間中に以下のお支払事由に該当された場合に、保険金をお支払いし、債務の返
済に充当するしくみの団体保険です。（以下、（＊）は当チラシの4頁をご参照ください）

加入形態4

お支払いのイメージ3特徴2
お支払事由により、該当する時期やお支払いの対象となる金額は異なります。

万一への備え（死亡・高度障害）

3大疾病への備え

保障開始日以後の疾病を原因として、保険期間中に次のいずれかの状態に該当されたとき
①所定の脳卒中を発病し、その脳卒中の治療を直接の目的として、
病院または診療所において手術を受けたとき（＊3）

または
②所定の脳卒中を発病し、その脳卒中により初めて医師の診療を受けた日からその日を
含めて60日以上、所定の状態が継続したと医師によって診断されたとき（＊4）

保障開始日以後の疾病を原因として、保険期間中に次のいずれかの状態に該当されたとき
①所定の急性心筋こうそくを発病し、その急性心筋こうそくの治療を直接の目的として、
病院または診療所において手術を受けたとき（＊3）

または
②所定の急性心筋こうそくを発病し、その急性心筋こうそくにより初めて医師の診療を
受けた日からその日を含めて60日以上、所定の状態が継続したと医師によって診断さ
れたとき（＊4）

出典：東京都福祉保健局「東京都がん医療等に係る実態調査結果
（がん患者の就労等に関する実態調査）（2019年）」

有給休暇の
範囲で休み
仕事を継続
35.8%

退職または
別の会社に再就職
16.7%

現在休職中
（復職予定）
11.1%

長期休業後
復職し仕事を継続
32.9%

無回答 3.5%

退職・
休職が
27.8%

がん罹患判明後の就労状況 介護が必要となった主な原因（40～64歳）

出典：厚生労働省「国民生活基礎調査」（2022年）

脳卒中
55%

・関節疾患
・認知症
・糖尿病
・悪性新生物
　（がん）
　　　など

その他
　45%

ローン実行日 59日 完済予定日

①、②または③のときに
住宅ローン残高が
①、②または③のときに
住宅ローン残高が にに0円0円

①「悪性新生物（がん）」と診断確定 ｢脳卒中｣または｢急性心筋こうそく｣を発病し、
　②その治療を直接の目的として所定の手術を受けた
                               または
　③所定の状態が60日以上継続住
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住宅ローン残高が住宅ローン残高が にに0円0円

リビング・ニーズ

主債務者
（夫）

連帯債務者
（妻）

団信3,000万円 団信3,000万円

【保険金額のイメージ】

ご夫婦のどちらかに万一の場合、
住宅ローンは完済となります

夫婦連生の場合

ご夫婦ともに
債務残高＝保険金額（債務返済に充当）

＝
債
務
残
高

保
険
金
額

保険金額＝債務残高

共働き
主債務者
（夫）

連帯債務者
（妻）

団信1,800万円 団信1,200万円

共働き

【保険金額のイメージ】

保険金額＝債務残高×付保割合（％）

ご夫婦どちらかに万一の場合、付保割合に応じて保
険金が支払われ、もう一方の債務は残ります。単独
での返済が開始されます

複数名加入
（付保割合設定）の場合

返済により逓減返済により逓減 債
務
残
高

加入（＝融資実行） 脱退（＝融資完済）加入（＝融資実行） 脱退（＝融資完済）

夫の保険金額　1,800万円
（債務返済に充当）

妻の保険金額　1,200万円
（債務返済に充当）

■ 被保険者はご夫婦2人（保険金額は同一） ■ 夫の付保割合60％、妻の付保割合40％で加入の場合

借入金額
3,000万円

借入金額
3,000万円

「死亡」、「所定の高度障害状態」に該当余命6ヵ月以内と判断されるとき
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